
（（（（１１１１） ） ） ） 概 況 概 況 概 況 概 況 

平成２０年の大分県鉱工業生産指数（平成１７年＝１００）は、図１で見

られるように１０７．０で前年比▲４．５％と、平成１７年基準改定以後初

めての低下となった。 

全国の生産指数は１０３．８で前年比▲３．４％と、平成１７年基準改定

以後初めての低下となった。九州は１０７．５で前年比▲２．３％と３年ぶ

りの低下となった。 

生産指数を業種別にみると、前年に比べ、電気機械工業、精密機械工業、

一般機械工業、金属製品工業の４業種が上昇し、木材・木製品工業、電子部

品・デバイス工業、家具工業等、１６業種が低下した。財別では最終需要財

が平成１７年基準改定以後初めての低下、生産財は４年ぶりの低下となった。 

出荷指数は、１０７．４で前年比▲４．２％となり、平成１７年基準改定

以後初めての低下となった。業種別にみると、前年に比べ、電気機械工業、

輸送機械工業、精密機械工業等６業種が上昇し、木材・木製品工業、電子部

品・デバイス工業、化学工業等１４業種が低下した。 

在庫指数は、９９，７で前年比▲３．０％となり、２年ぶりの上昇となっ

た。業種別にみると、前年に比べ、非鉄金属工業、精密機械工業、その他製

品工業等１１業種が上昇し、一般機械工業、繊維工業、窯業・土石製品工業

等７業種が低下した。 

 

 

図１ 生産指数及び対前年比の推移（統計表１） 
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（（（（アアアア））））生産活動生産活動生産活動生産活動のののの特徴 特徴 特徴 特徴 

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 生産指数生産指数生産指数生産指数はははは急激急激急激急激にににに低下 低下 低下 低下 

図２は、月別の生産指数（季節調整済指数）と各月の前年同月比（原指数）

の推移を示したものである。 

平成２０年は、６月に過去最高を記録するなど９月まで高水準を保ったが、

１０月から生産指数は急激に低下した。 

 

図２ 月別生産指数（季節調整済指数）及び対前年同月比（原指数）の推移 

（統計表７） 
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Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 年平均生産指数年平均生産指数年平均生産指数年平均生産指数はははは平成平成平成平成１７１７１７１７年基準改定以後初年基準改定以後初年基準改定以後初年基準改定以後初めてのめてのめてのめての低下 低下 低下 低下 

平成２０年平均生産指数は１０７．０で、対前年比▲４．５％と平成１７年

基準改定以後初めての低下となった。 

 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ ４４４４業種業種業種業種がががが上昇上昇上昇上昇、、、、１６１６１６１６業種業種業種業種がががが低下 低下 低下 低下 

平成２０年平均生産指数を業種別にみると、精密機械工業が３年連続上昇す

るなど、２０業種中４業種が上昇した。一方、繊維工業が５年連続、食料品工

業が４年連続低下するなど、１６業種が低下した。 

上昇した４業種は、電気機械工業（対前年比１２４．０％）、精密機械工業（同

８．０％）、一般機械工業（同５．４％）、金属製品工業（同０．８％）であり、

低下した１６業種の主な業種は、木材・木製品工業（同▲２０．１％）、電子部

品・デバイス工業（同▲１３．９％）、家具工業(同▲１３．１％)などである。 
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（（（（イイイイ） ） ） ） 四半期別四半期別四半期別四半期別のののの動向 動向 動向 動向 

表１は、平成２０年の四半期別生産指数の推移を示したものである。 

本県においては、Ⅱ期は前期比で上昇したものの、Ⅰ期、Ⅲ期、Ⅳ期は前期

比で低下した。 

業種別四半期別の動向は、表２のとおりである。 

 

 

表１ 四半期別生産指数（季節調整済）の推移  （統計表１０） 

全国 九州 大分 
区分 

指数 前期比（％） 指数 前期比（％） 指数 前期比（％） 前年同期比（％） 

２０年１～３月 109.5 0.3 111.1 ▲ 1.3 112.0 ▲3.5 1.0 

４～６月 108.1 ▲ 1.3 111.1 0.0 113.0 1.0 2.0 

７～９月 104.6 ▲3.2 109.2 ▲ 1.7 110.0 ▲2.7 ▲0.6 

10～12 月 92.8 ▲ 11.3 98.0 ▲ 10.3 92.1 ▲16.3 ▲20.6 

 

 

表２ 業種別四半期別生産指数（季節調整済）の推移   （統計表１０） 

生 産 指 数 前 期 比 （％） 

業 種 別 ２０年 

１～３月 
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２０年 

１～３月 

  

４～６月 

  

７～９月 
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  情 報 通 信 機 械 工 業 
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  輸 送 機 械 工 業 

    精 密 機 械 工 業 

    窯 業 ・ 土 石 製 品 工 業 

    化 学 工 業 

    石 油 製 品 工 業 

    繊 維 工 業 

    木 材 ・ 木 製 品 工 業 

    食 料 品 工 業 

    そ の 他 工 業 

      パルプ・紙・紙加工品工業 

      家 具 工 業 

      プラスチック製品工業 

      そ の 他 製 品 工 業 

  鉱 業 
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 ＜ ＜ ＜ ＜四半期別動向四半期別動向四半期別動向四半期別動向のののの詳細詳細詳細詳細＞ ＞ ＞ ＞ 

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ １１１１～～～～３３３３月期 月期 月期 月期 

生産指数は、１１２．０で前期比▲３．５％の低下となった。この期は、全

２０業種中７業種が上昇、１３業種が低下となった。上昇した主な業種は、電

気機械工業（前期比２６．３％）、一般機械工業（同８．８％）、プラスチック

製品工業（同８．０％）などである。 

一方、低下した主な業種は、輸送機械工業(前期比▲１１．１％)、食料品工

業（同▲１０．４％）、家具工業(同▲８．８％)などである。 

 

 

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ ４４４４～～～～６６６６月期 月期 月期 月期 

生産指数は、１１３．０で前期比１．０％の上昇となった。この期は、全２

０業種中９業種が上昇、１１業種が低下となった。上昇した主な業種は、電気

機械工業（前期比７５．６％）、非鉄金属工業（同７．２％）、一般機械工業（同

４．４％）などである。 

一方、低下した主な業種は、石油製品工業（前期比▲１２．６％）、プラスチ

ック製品工業（同▲７．６％）、鉄鋼業(同▲７．２％)などである。 

 

 

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ ７７７７～～～～９９９９月期 月期 月期 月期 

生産指数は１１０．０で前期比▲２．７％となった。この期は、全２０業種

中７業種が上昇、鉱業が横ばい、１２業種が低下となった。上昇した主な業種

は、石油製品工業（前期比１０．８％）、精密機械工業(同４．８％)、窯業・土

石製品工業（同３．６％）などである。 

一方、低下した主な業種は、繊維工業（前期比▲１４．５％）、情報通信機械

工業（同▲６．６％）、電子部品・デバイス工業（同▲５．１％）などである。 

 

 

Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ １０１０１０１０～～～～１２１２１２１２月期 月期 月期 月期 

生産指数は、９２．１で前月比▲１６．３％の低下となった。この期は、全

２０業種中３業種が上昇、１７業種が低下となった。上昇した業種は、食料品

工業（前期比４．８％）、石油製品工業（同３．３％）、窯業・土石製品工業(同

１．６％)である。 

一方、低下した主な業種は、情報通信機械工業(前期比▲３５．９％)、電気

機械工業(同▲２５．０％)、電子部品・デバイス工業（同▲２２．０％）など

である。 
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（（（（ウウウウ） ） ） ） 業種別寄与率及業種別寄与率及業種別寄与率及業種別寄与率及びびびび寄与度 寄与度 寄与度 寄与度 

総合の伸びに対して、その内訳である業種がどの程度影響を与えたかを示し

たものが寄与度である。 

平成２０年の生産指数は、前年比▲４．５％の低下となっている。この伸び

率に対して上昇に寄与したものが４業種、低下に寄与したものが１６業種とな

っている。 

上昇に寄与した業種は、精密機械工業（寄与度０．６％）、電気機械工業（同

０．６％）、一般機械工業（同０．３％）、金属製品工業(同０．０％)である。

なお、精密機械工業と電気機械工業で上昇寄与全体の７８％を占めている。 

一方、低下に寄与した主な業種は、電子部品・デバイス工業（寄与度▲２．

２％）、情報通信機械工業（同▲１．１％）、化学工業（同▲１．０％）などで

ある。 

また、図３は、その年の生産総合指数の伸びに対する業種別の寄与度につい

て、平成１７年以降の推移を示したものである。平成１９年までは情報通信機

械工業が大きく寄与していたが、平成２０年は電子部品・デバイス工業が大き

く寄与している。 

図３　鉱工業生産総合指数の伸びに対する

　　　業種別寄与度の推移
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表３ 業種別寄与度表 

業 種 別 寄与度(%) 

鉱 工 業 総 合 
  製 造 工 業 
    鉄 鋼 業 
    非 鉄 金 属 工 業 
    金 属 製 品 工 業 
    一 般 機 械 工 業 
    電 気 機 械 工 業 
    情 報 通 信 機 械 工 業 
    電子部品・デバイス工業 
    輸 送 機 械 工 業 
    精 密 機 械 工 業 
    窯 業 ・ 土 石 製 品 工 業    
    化 学 工 業 
    石 油 製 品 工 業 
    繊 維 工 業 
    木 材 ・ 木 製 品 工 業 
    食 料 品 工 業 
    そ の 他 工 業   
      パルプ・紙・紙加工品工業 
      家 具 工 業 
      プラスチック製品工業 
      そ の 他 製 品 工 業 
  鉱 業 

▲4.5   
▲4.4   
▲0.6   
▲0.2   

0.0   
0.3   
0.6   

▲1.1   
▲2.2   
▲0.2   

0.6   
▲0.3   
▲1.0   
▲0.0   
▲0.0   
▲0.2   
▲0.2   
▲0.1   
▲0.0   
▲0.0   
▲0.0   
▲0.0   
▲0.1   

     

注）本表は業種ごとに四捨五入しているので 

内訳と合計が一致しないことがある。 

上

昇

に

寄

与 

低

下

に

寄

与 
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（（（（２２２２））））業種別業種別業種別業種別のののの生産動向生産動向生産動向生産動向 〔年指数は原指数、四半期別指数は季節調整済指数　平成17年=100〕

①①①①　　　　鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業鉄鋼業

〔鉄鋼業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 3.9
Ⅰ期 ▲ 2.8 9.5
Ⅱ期 ▲ 7.1 3.5
Ⅲ期 ▲ 0.9 ▲ 0.5
Ⅳ期 ▲ 20.5 ▲ 28.9

②②②②　　　　非鉄金属工業非鉄金属工業非鉄金属工業非鉄金属工業

〔非鉄金属工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 3.2
Ⅰ期 ▲ 1.7 ▲ 0.5
Ⅱ期 7.2 3.1
Ⅲ期 ▲ 4.7 ▲ 7.0
Ⅳ期 ▲ 10.3 ▲ 9.9

116.6
125.0
119.2
106.9

107.9
85.8

生産指数

117.6

生産指数

105.8
117.3
108.9

　平成２０年の非鉄金属工業の生産指数は117.6で、前年比▲3.2％と４年ぶりの
低下となった。

　平成２０年の鉄鋼業の生産指数は105.8で、前年比▲3.9％と４年ぶりの低下と
なった。
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③③③③　　　　金属製品工業金属製品工業金属製品工業金属製品工業

〔金属製品工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - 0.8
Ⅰ期 ▲ 1.0 4.6
Ⅱ期 ▲ 1.8 ▲ 0.3
Ⅲ期 2.4 5.7
Ⅳ期 ▲ 5.8 ▲ 6.2

④④④④　　　　一般機械工業一般機械工業一般機械工業一般機械工業

〔一般機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - 5.4
Ⅰ期 8.7 2.5
Ⅱ期 4.4 6.3
Ⅲ期 ▲ 0.3 6.7
Ⅳ期 ▲ 6.9 5.3

93.7
95.4
93.7

生産指数

112.0
生産指数

90.3
95.9

107.1
115.0
115.4
110.5

　平成２０年の一般機械工業の生産指数は112.0で、前年比5.4％と２年連続の上
昇となった。

　平成２０年の金属製品工業の生産指数は93.7で、前年比0.8％とほぼ横ばいで
あった。
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⑤⑤⑤⑤　　　　電気機械工業電気機械工業電気機械工業電気機械工業

〔電気機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - 124.0
Ⅰ期 26.3 33.7
Ⅱ期 75.7 187.8
Ⅲ期 ▲ 0.2 313.4
Ⅳ期 ▲ 25.0 66.2

⑥⑥⑥⑥　　　　情報通信機械工業情報通信機械工業情報通信機械工業情報通信機械工業

〔情報通信機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 6.6
Ⅰ期 ▲ 3.8 17.7
Ⅱ期 3.0 16.7
Ⅲ期 ▲ 6.6 ▲ 7.0
Ⅳ期 ▲ 35.9 ▲ 40.7

　平成２０年の電気機械工業の生産指数は117.0で、上半期には上昇したもの
の、第４四半期には下落した。

　平成２０年の情報通信機械工業の生産指数は135.8で、前年比▲6.6％と平成１
７年基準改定以後初めての低下となった。
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⑦⑦⑦⑦　　　　電子部品電子部品電子部品電子部品・・・・デバイスデバイスデバイスデバイス工業工業工業工業

〔電子部品・デバイス工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％） 〔

２０年 - ▲ 13.9
Ⅰ期 ▲ 5.2 ▲ 15.4
Ⅱ期 1.0 ▲ 6.4
Ⅲ期 ▲ 5.1 ▲ 8.1
Ⅳ期 ▲ 21.9 ▲ 29.1

⑧⑧⑧⑧　　　　輸送機械工業輸送機械工業輸送機械工業輸送機械工業

〔輸送機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 1.3
Ⅰ期 ▲ 11.1 4.5
Ⅱ期 ▲ 4.4 5.7
Ⅲ期 2.9 1.4
Ⅳ期 ▲ 5.1 ▲ 17.1

140.6
134.3

94.2
73.5

生産指数

136.4

生産指数

92.1
98.3
99.3

　平成２０年の輸送機械工業の生産指数は136.4で、前年比▲1.3％と４年ぶりに
低下したものの、依然高水準を保っている。

138.2
131.2

　平成２０年の電子部品・デバイス工業の生産指数は92.1で、前年比▲13.9％と
２年連続の低下となり、平成１６年の水準に戻った。

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

15 16 17 18 19 20 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

（年指数）

年
20年19年18年16年 17年15年

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

15 16 17 18 19 20 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

（年指数）

年
20年19年18年16年 17年15年

- 9 -



⑨⑨⑨⑨　　　　精密機械工業精密機械工業精密機械工業精密機械工業

〔精密機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - 8.0
Ⅰ期 6.1 9.0
Ⅱ期 ▲ 1.8 3.4
Ⅲ期 4.9 13.8
Ⅳ期 ▲ 3.8 5.0

⑩⑩⑩⑩　　　　窯業窯業窯業窯業・・・・土石製品工業土石製品工業土石製品工業土石製品工業

〔窯業・土石製品工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 7.8
Ⅰ期 ▲ 5.6 ▲ 11.6
Ⅱ期 ▲ 2.9 ▲ 10.9
Ⅲ期 3.6 ▲ 6.2
Ⅳ期 1.7 ▲ 3.5

88.0
85.4

生産指数

125.0
124.8
122.6
128.5
123.6

生産指数

88.2

　平成２０年の窯業・土石製品工業の生産指数は88.2で、前年比▲7.8％と２年
連続の低下となった。

88.5
89.9

　平成２０年の精密機械工業の生産指数は125.0で、前年比8.0％と３年連続の上
昇となった。
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⑪⑪⑪⑪　　　　化学工業化学工業化学工業化学工業

〔鉄鋼業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 9.7
Ⅰ期 ▲ 2.9 ▲ 5.2
Ⅱ期 ▲ 1.7 ▲ 7.4
Ⅲ期 ▲ 3.5 ▲ 5.0
Ⅳ期 ▲ 14.8 ▲ 21.5

⑫⑫⑫⑫　　　　石油製品工業石油製品工業石油製品工業石油製品工業

〔非鉄金属工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 1.7
Ⅰ期 2.3 5.8
Ⅱ期 ▲ 12.6 ▲ 19.4
Ⅲ期 10.7 ▲ 4.1
Ⅳ期 3.3 2.3

生産指数

93.9
100.9
99.2
95.8
81.6

生産指数

94.7

　平成２０年の化学工業の生産指数は93.9で、前年比▲9.7％と２年ぶりの低下
となった。

　平成２０年の石油製品工業の生産指数は94.7で、前年比▲1.7％となった。
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⑬⑬⑬⑬　　　　繊維工業繊維工業繊維工業繊維工業

〔金属製品工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 6.3
Ⅰ期 5.8 ▲ 13.9
Ⅱ期 3.6 6.0
Ⅲ期 ▲ 14.4 ▲ 0.5
Ⅳ期 ▲ 9.7 ▲ 15.3

⑭⑭⑭⑭　　　　木材木材木材木材・・・・木製品工業木製品工業木製品工業木製品工業

〔一般機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 20.1
Ⅰ期 ▲ 8.3 ▲ 24.1
Ⅱ期 3.7 ▲ 24.0
Ⅲ期 ▲ 1.4 ▲ 18.0
Ⅳ期 ▲ 8.3 ▲ 14.0

生産指数

52.1
55.9
58.0
49.6
44.8

生産指数

77.7
77.8
80.6
79.5
73.0

　平成２０年の木材・木製品工業の生産指数は77.7で、前年比▲20.1％と大幅低
下となった。

　平成２０年の繊維工業の生産指数は52.1で、前年比▲6.3％と５年連続の低下
となった。
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⑮⑮⑮⑮　　　　食料品工業食料品工業食料品工業食料品工業

〔電気機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 4.1
Ⅰ期 ▲ 10.4 ▲ 2.1
Ⅱ期 ▲ 1.3 ▲ 5.7
Ⅲ期 1.0 ▲ 3.8
Ⅳ期 4.8 ▲ 6.3

⑯⑯⑯⑯　　　　パルプパルプパルプパルプ・・・・紙紙紙紙・・・・紙加工品工業紙加工品工業紙加工品工業紙加工品工業

〔情報通信機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 0.3
Ⅰ期 0.2 ▲ 0.5
Ⅱ期 ▲ 0.5 ▲ 2.2
Ⅲ期 2.9 9.7
Ⅳ期 ▲ 9.7 ▲ 7.3

　平成２０年の食料品工業の生産指数は92.3で、前年比▲4.1％と４年連続の低
下となった。
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　平成２０年のパルプ・紙・紙加工品工業の生産指数は95.8で、前年比▲0.3％
となった。

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

15 16 17 18 19 20 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

（年指数）

年
20年19年18年16年 17年15年

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

15 16 17 18 19 20 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

（年指数）

年
20年19年18年16年 17年15年

- 13 -



⑰⑰⑰⑰　　　　家具工業家具工業家具工業家具工業

〔電子部品・デバイス工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 13.1
Ⅰ期 ▲ 8.8 ▲ 15.8
Ⅱ期 2.3 ▲ 7.4
Ⅲ期 ▲ 1.1 ▲ 16.7
Ⅳ期 ▲ 9.9 ▲ 16.9

⑱⑱⑱⑱　　　　プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック製品工業製品工業製品工業製品工業

〔輸送機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 1.2
Ⅰ期 8.1 4.3
Ⅱ期 ▲ 7.6 ▲ 4.5
Ⅲ期 ▲ 0.1 ▲ 1.6
Ⅳ期 ▲ 1.7 ▲ 1.9

生産指数

74.6
74.9
76.6
75.7
68.2

生産指数

103.7
110.8
102.4

　平成２０年のプラスチック製品工業の生産指数は103.7で、３年間ほぼ横ばい
の水準が続いている。

102.3
100.6

　平成２０年の家具工業の生産指数は74.6で、前年比▲13.1％と３年連続の低下
となった。
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⑲⑲⑲⑲　　　　そのそのそのその他製品工業他製品工業他製品工業他製品工業

〔精密機械工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 4.3
Ⅰ期 ▲ 7.6 8.2
Ⅱ期 2.0 11.1
Ⅲ期 ▲ 4.4 ▲ 5.9
Ⅳ期 ▲ 19.1 ▲ 27.0

⑳⑳⑳⑳　　　　鉱業鉱業鉱業鉱業

〔窯業・土石製品工業〕 前期比（％） 前年（同期）比（％）
２０年 - ▲ 6.3
Ⅰ期 ▲ 0.7 ▲ 8.0
Ⅱ期 ▲ 1.0 ▲ 7.4
Ⅲ期 0.0 ▲ 6.1
Ⅳ期 ▲ 3.8 ▲ 5.4

生産指数

85.8
90.7
92.5
88.5
71.6

94.2
90.7

　平成２０年の鉱業の生産指数は93.9で、前年比▲6.3％と２年連続の低下と
なった。
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　平成２０年のその他製品工業の生産指数は85.8で、前年比▲4.3％と２年ぶり
の低下となった。
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（（（（３３３３））））特殊分類特殊分類特殊分類特殊分類（（（（財別財別財別財別））））のののの生産動向生産動向生産動向生産動向    

特殊分類とは、それぞれの品目を経済的用途によって分類したものであり、その内容は表

４のとおりである。 

 

表４ 特殊分類（財別）の分類定義 

分   類 定                  義 

最 終 需 要 財 
鉱工業又は他の産業に原材料として投入されない最終製品 

ただし、建設財を含み、企業消費財を除く 

  投 資 財 資本財と建設財の合計 

   資 本 財 主として家計以外で購入される財で耐用年数１年以上の財 

   建 設 財 建築用と土木用の合計 

  消 費 財 主として家計で購入される財 

   耐久消費財 耐用年数が１年以上で比較的購入単価が高い製品 

   非耐久消費財 耐用年数が１年未満、又は比較的購入単価が安い製品 

生 産 財 
鉱工業及び他の産業に原材料として投入される商品 

ただし、輸出用の中間生産物、企業消費財を含み、建設財を除く 

    

図４は、平成１５年以降の特殊分類（財別） 

生産指数の推移を表したものである。 

 平成２０年は、最終需要財は平成１７年基準 

改定以後初めて低下し、生産財は４年ぶりに低 

下した。 

 

表５ 特殊分類（財別）生産指数 

（統計表１１） 

 

分   類 平成２０年生産指数 前年比（％） 

鉱 工 業 総 合 107.0  ▲ 4.5 

 最 終 需 要 財 115.5  ▲ 2.6 

  投 資 財 103.4  ▲ 0.5 

   資 本 財 114.1  5.1 

   建 設 財 82.7  ▲ 12.9 

  消 費 財 125.1  ▲ 4.0 

   耐久消費財 148.0  ▲ 5.3 

   非耐久消費財 94.0  ▲ 1.0 

 生 産 財 101.2  ▲ 6.0 

図４　特殊分類（財別）生産指数の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　（統計表１１）
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（（（（アアアア） ） ） ） 最終需要財 最終需要財 最終需要財 最終需要財 

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 投資財 投資財 投資財 投資財 

投資財の生産指数は、１０３．４で前年比▲０．５％と平成１７年基準改定

以後初めての低下となった。内訳をみると、資本財の生産指数は、１１４．１

で前年比５．１％と５年連続の上昇となり、建設財の生産指数は、８２．７で

前年比▲１２．９％と３年連続の低下となった。 

 

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 消費財 消費財 消費財 消費財 

消費財の生産指数は、１２５．１で前年比▲４．０％と平成１７年基準改定

以後初めての低下となった。内訳をみると、耐久消費財の生産指数は、１４８．

０で前年比▲５．３％と平成１７年基準改定以後初めての低下となり、非耐久

消費財の生産指数は、９４．０で前年比▲１．０％と３年連続の低下となった。 

 

（（（（イイイイ） ） ） ） 生産財 生産財 生産財 生産財 

生産財の生産指数は、１０１．２で前年比▲６．０％と４年ぶりの低下となった。 

 

 

図５は、総合生産指数の伸びに対す

る財別の寄与度について平成１６年

以降の推移を表したものである。 

平成２０年は、生産財の及ぼす影響

が非常に大きくなっている。 

 

 

図５　鉱工業総合指数の伸びに対する

財別寄与度の推移
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